
 

令和６年度 

八代市議会建設環境委員会 視察報告書 

 

 

 

■視察日程 

  令和６年１０月３０日（水）～１１月１日（金） 

 

 

■視察先 

  １０月３０日 北海道小樽市 

 

  １０月３１日 北海道旭川市 

 

  １１月 １日 北海道石狩市 

 

 

■視察参加者 

【委員会】委 員 長    橋 本 幸 一 

副委員長    友 枝 和 也 

委  員    田 方 芳 信 

委  員    橋 本 貴 喜 

委  員    堀   徹 男 

委  員    山 本 幸 廣 

 

【随 行】建設部長    西   竜 一 

     土木課長    福 浦 亮 二 

議会事務局   安 永 尚 斗 



■視察先及び目的 

１ 北海道小樽市 

『空き家対策について』 

小樽市では、小樽市空き家対策・空き地バンク制度を平成２１年度に創設され、

空き家・空き地の有効活用を通して中心市街地の活性化や、住環境の改善、移住・

定住の促進を目的として運用されてきたが、令和６年３月３１日に廃止となり、北

海道の空き家バンクへ移行となった。 

これまでの取組の経緯等を参考にするとともに、今後の委員会活動に生かすこと

を目的とする。 

 

 

２ 北海道旭川市 

『北彩都あさひかわ整備事業について』 

旭川市では、中心市街地の復興を目指す「都心ルネッサンス」を目標に掲げ、川

からのまちづくりを基本コンセプトとし、忠別川沿いの自然環境空間と買物公園

（全国初の恒久的歩行者天国）など、既存市街地の都市と自然の一体化を図り、中

心市街地の賑わい創出と活力を取り戻すことを目的に、平成２年の駅周辺開発整備

計画の検討以来、四半世紀に渡り整備を進めてきた事業になる。 

これまでの取組の経緯等を参考にするとともに、今後の委員会活動に生かすこと

を目的とする。 

 

 

３ 北海道石狩市 

『ゼロカーボンシティの実現に向けた取組について』 

石狩市では、２０５０年カーボンニュートラルの実現に向け、令和４年に脱炭素

先行地域に選定されている。また、令和５年には、２０５０年カーボンニュートラ

ル及び２０３０年度削減目標の実現に向けた新しい国民運動として「デコ活宣言」

の周知を行うとともに、様々な補助等を実施されている。 

設立の経緯やゼロカーボンシティの実現に向けた取組等を参考にするとともに、

今後の委員会活動に生かすことを目的とする。 

 



北 海 道 小 樽 市 

                                         

 

１ 視察日時  令和６年１０月３０日（水） １５：３０～１７：００ 

 

２ 調査事項  『空き家対策について』 

 

３ 調査内容（説明内容） 

※別添資料のとおり 

※飛行機の遅延により、視察時間に間に合わず、資料の提供及び議場見学のみ 

   対応いただいた。 

 

【別添資料】 

・説明資料 

・第 2次小樽市空家等対策計画 

・固定資産税の納税通知書において同封した「空き家対策啓発文書」 

・小樽市版 空き家ガイドブック 

・小樽市空家等流通プラットホーム パンフレット 

・小樽市特定空家等住宅除却費補助制度 パンフレット 

・調査事項（小樽市） 

・小樽市について（令和 6年度版） 

・小樽市議会の概要 

・令和 6年度市政のあらまし 

・小樽市議会だより 

【視察の様子】 

   

  



  北 海 道 旭 川 市 

                                         

 

１ 視察日時  令和６年１０月３１日（木）１３：００～１４：３０ 

 

２ 調査事項  『北彩都あさひかわ整備事業について』 

 

３ 調査内容（説明内容） 

※別添資料のとおり 

 

４ 主な質疑応答 

Ｑ１ 恒久的歩行者天国は元々あったのか、整備をされたのかについて伺う。 

Ａ１ ５２年前に商店街、旭川市及び商工会議所が協力して、歩行者天国に整備した。

約２０年前に今の形にリニューアルをした。 

 

Ｑ２ 河川に面した部分の開発だが、水害のリスクの考慮について伺う。 

Ａ２ 旭川駅の裏に忠別川という一級河川が流れているが、災害が多くない土地のため、

河川の近くに整備できた。今まで被災の経験はない。 

 

Ｑ３ 駅前広場での年間のイベントの開催頻度について伺う。 

Ａ３ 市主催イベントに加え一般への貸出しを合わせて、１００件以上のイベントを開

催している。 

 

Ｑ４ 北彩都あさひかわ整備事業の名称は募集されたのかについて伺う。 

Ａ４ 一般公募により募集してネーミングした。 

 

【視察の様子】 

   



北 海 道 石 狩 市 

                                         

 

１ 視察日時  令和６年１１月１日（金） ９：００～１０：３０ 

 

２ 調査事項  『ゼロカーボンシティの実現に向けた取組について』 

 

３ 調査内容（説明内容） 

※別添資料のとおり 

 

４ 主な質疑応答 

Ｑ１ 自然エネルギーを利用するのは、安定した電力にならないというイメージがある

が調整等されているのか伺う。 

Ａ１ 石狩市としては調整していない。自然環境に左右されるため、管理ができないの

が現状である。 

Ｑ２ 石狩市オフセット・クレジットについて伺う。 

Ａ２ 企業がイベント等を開催した場合に、排出される CO₂を 1tと仮定し、1t分の J-

クレジットを購入して、排出された CO₂を相殺する取組みである。 

Ｑ３ かぜるちゃん（風力発電）1 基で市内小中学校など 23 施設の電力が賄えている

のかについて伺う。 

Ａ３ かぜるちゃんは、風力発電の愛称であり、また、風力発電は、発電効率が非常に

良く、年間で 3,400,000kWh発電している。市内小中学校など 23施設での年間の

需要が 3.300,000kWhのため、1基で賄えている。 

 

Ｑ４ 公用車に限らず、電気自動車の購入を市民に進めていく際の手段について伺う。 

Ａ４ 市としても、電気自動車の方が、利便性が高いかどうかについてはまだ判断がで

きていない状況。寒冷地であるため、バッテリーの機能が落ち航続距離が落ちた

り、4輪駆動が必要であるため、現時点では、電気自動車は向いていないと考え

る。 

 

※別添資料 

・ゼロカーボンへの取り組み 

・石狩イクラ三兄弟ゼロカーボンチャレンジ 

・議会要覧 令和 6年度版 

 



【視察の様子】 

     



 

 

 

 

〈〈 各委員所見 〉〉 












































